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◆目的 
現在，土工事の多くの現場で土量管理手法として増えつつある事例は，比較的低価格のＵＡＶを使用し，写真測

量からＳｆＭソフトウェアより概算土量を算出して出来高管理，進捗管理を行うものである．ただし，低価格ＵＡ

Ｖの測量精度の信頼性に対して疑問が残っているのが現状であった．今回，上記の 5 種類のＵＡＶ測量機器（3 基

は無人航空機搭載型レーザスキャナ，2 基は空中写真測量（無人航空機））を使用して各種ケースで飛行させ，出

来形の測量精度の比較検証を実施した． 

◆概要 
実証実験は以下の 3 ケースで実施した． 

ケースⅠ 5 種類のＵＡＶを同一条件で飛行させ，任意断面における測量較差を比較検証する． 
ケースⅡ 同じＵＡＶを異なる飛行高さで飛行させ，法面の法肩と法尻位置で計測を行い，対地高度の違いによ 

る解像度の影響を比較検証する． 
ケースⅢ 5 種類のＵＡＶを同一条件で飛行させ，任意範囲における土量を算出し，比較検証する． 

◆結論 

実証実験結果を以下に示す． 

ケースⅠ ①ＶＵＸ－１と④α７Ｒは測量較差の平均値や標準偏差の結果から，同等の精度であると考えられ

る．②ｍｉｎｉＶＵＸ－１も標準偏差が近い値であるが，平均値が全ての手法の中で一番高い．ＳfＭ点群に

おいては，標定点を 4 点しか設置していないことを考慮すると，標定点の数によりさらに精度向上が見込まれ

る．植生の影響がない現場においては，Phantom4Pro でも十分対応できる結果であるといえる． 

ケースⅡ ①ＶＵＸ－１に関しては，高度の違いによる大きな変化はなかったが，他のレーザ②，③，及び 

④α７Ｒ，⑤Phantom4Pro に関しては，高度による影響がみられた（高高度になるにつれてばらつきがある）． 

ケースⅢ ①ＶＵＸ－１の値を正しい値として比較した結果，④α７Ｒが一番近い値となった．これは，α７Ｒ

のＳｆＭ点群がＶＵＸ－１同様に均一的な点群であり，側溝等を再現できていることが大きく影響すると考え

られる．⑤Phantom4Pro においても，②ｍｉｎｉＶＵＸ－１や③ＶＬＰ－１６のように結果に大きな差はなく，

施工現場での適用も十分可能であるといえる． 
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②と③の UAV 本体は同じ 


